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研究成果の概要（和文）：社会的孤立を自由を求める自我隔離によって社会的サポートが欠如した状態、心理的
孤独感を他者希求欲求があるにもかかわらず他者排斥と逃避によって生じる自己喪失感情と定義して、孤立や孤
独に陥った人々の社会的認知の変容と社会関係の問題点を明らかにした。ただし、高齢者の状態には多様性があ
るため、健常高齢者、認知症高齢者、高齢視覚障がい者、高齢がん患者を対象に上記の問題点を検討した。
　一方で、孤立や孤独に陥る危機的状況にあったとしても、その状態を制御し、社会生活に適応してウェルビー
イングの高い生活を実現している高齢者もいる。この点に関して、知恵と英知の発達と孤高の境地の状態に関す
る研究の基盤作りを行った。

研究成果の概要（英文）：We define social isolation as a state of lack of social support by seeking 
ego isolation for freedom. And we also define psychological loneliness as the self-loss feeling 
caused by the exclusion of and the escape from others in spite of seeking others. On those basis, we
 have clarified the transformation of social cognition and the problems of social relations among 
the elderly who fell into isolation or loneliness. However, because there is a variety in the state 
of the elderly, we examined the above problems for healthy elderly people, the elderly with 
dementia, the visually impaired elderly, and elderly cancer patients.
 On the other hand, even if it is in a crisis situation that leads to isolation or loneliness, there
 are the elderly who control their condition and adapt to social situation and realize a high 
well-being life. In this regard, we made a foundation for research on the development of wisdom and 
the state of preference for solitude.

研究分野： 社会科学
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１．研究開始当初の背景 
社会の超高齢化に伴い未婚，離別，死別等

の結果，社会的に孤立する高齢者，他者との
関係性の問題から深い孤独感から逃れられ
ない高齢者が存在する。しかしながら，一般
に高齢者は若年者に比べると，幸福感が高く，
社交性にも優れていることがわかっている。
エイジング・パラドクスと呼ばれるこうした
事実は，社会的孤立の改善や心理的孤独感を
制御する機能が高齢者に存在することを予
想させる。これまでの我々の研究では，社会
的孤立および心理的孤独感によって生じる
反社会的傾向や対人恐怖等の社会的認知の
歪みに対して，社会情動的選択制理論に基づ
くポジティビティ効果および老年的超越理
論による対処の検討を行ってきたが，本研究
課題では，一人でいることを好む傾向として
の独自志向性の特性を，健康高齢者，認知症
高齢者、高齢視覚障がい者、および高齢がん
患者の孤立・孤独への制御機構としての効果
を検討することを主な課題とする。 

 
２．研究の目的 
(1)健常高齢者については、孤立・孤独および
その制御方略としてのエイジング・パラドク
スを検討すること、そして、一人でいること
を好む傾向(Preference for Solitude)の高さ
が独自志向性と相関することが明らかにな
ったため、孤立に向かう可能性と孤高の境地
に至る可能性の分岐点を探るための研究を
開始することとした。この尺度は、孤独死予
備軍を把握することにもつながる研究と考
えている。また、孤立・孤独のネガティブな
側面の研究と並行して、ライフイベント経験
によって蓄積されるポジティブな側面であ
る知恵・英知に関する機能と構造の検討を行
う。知恵と英知に関する研究が孤高の境地と
いかなる関係にあるかを探る研究につなが
ることを目標としている。 
(2)認知症高齢者については、米国精神医学会
が 2013 年に改訂した DSM-5 において 6 種
の診断基準が示されたが、新しく加わった社
会的認知に関する尺度開発が遅れているこ
とから、新たな課題の作成を行う。また、ポ
ジティブ情動を活性化することが、認知症高
齢者のウェルビーイングを高めるとの仮説
から、笑いの効果を検討する基礎的実験研究
および実践的介入プログラムの作成を行う。 
(3)高齢者視覚障がい者については、外界から
の情報の 80%程度が遮断されるといわれて
いるため、盲老人養護施設での面接調査によ
って、その孤独感制御が以下に行われている
かを探ることを目的とする。 
(4)高齢がん患者については、質問紙調査によ
って、家族とのコミュニケーションとウェル
ビーイングとの関係について検討するとと
もに、事例の収集を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)健常高齢者：青年期(30代),中年期(50代),

高齢期群(70代)の各群の男女250名を対象に
インターネット調査を実施した。調査項目は
主観的ウェルビーイング(協調的幸福感尺
度・LSIK・感情的ウェルビーイング尺度)、
孤独感(UCLA 孤独感尺度)、独自志向性
(Preference for Solitude Scale・対人関係
への志向性尺度)、社会接触頻度であった。 
また、知恵・英知の機能と構造を検討する

研究においては、多様な領域に関係する概念
であるため、まず、文献研究から開始し、高
齢者を対象とする面接調査を経て、測定内容
の分類によって尺度構成を行い、インターネ
ット調査を行った。 
(2)認知症高齢者：日常会話の減少に伴う孤
独感の増大が予想されたため、年間を通して
事例検討を行うとともに、前年度に作成した
日常会話式認知機能評価(CANDy)の会話マニ
ュアルを用いたグループホームでの会話促
進実践研究を行った。これらの研究を踏まえ
て、CANDy による言語的コミュニケーション
の検討を発展させて、社会的認知に関連した
非言語的コミュニケーションを検討するた
めに表情認知課題、心の理論課題、非言語的
コミュニケーション評定尺度を作成し、事例
を収集した。今後は、各課題と尺度の標準化
に向けての研究が必要と考えられる。さらに、
認知症高齢者のウェルビーイング促進のた
めに笑いの効果を検討する基礎的実験経て、
ポジティブ情動活性化の実践的介入に向け
て、施設で一般的によく行われているラジオ
体操に感情の顔面フィードバック仮説と情
動伝染を応用した「笑うラジオ体操」をオリ
ジナルに作成して介入研究を実施した。 
(3)高齢視覚障がい者：盲養護老人福祉施設
の入居者 19 名のインタビューデータの分析
を行った。面接では入居前・入居直後・現在
に至るまでを時系列順に振り返ってもらい、
印象に残った出来事について尋ねた。 
(4)高齢がん患者：質問紙調査によって、家
族とのコミュニケーションとウェルビーイ
ングとの関係について検討するとともに、事
例の収集を行った。 
 
４．研究成果 
(1)一般高齢者：インターネット調査によっ
て得られたデータから、使用する尺度の信頼
性と妥当性、およびインターネット調査にお
けるサンプルバイアスを確認するために性
格特性との関連を検討した。その結果、調査
対象となった高齢期群は、他の若い世代群よ
りも開放性や誠実性が高いことが分かった。 
ま た 、 一 人 で い る こ と を 好 む 傾 向

(Preference for Solitude; PS)の高さが独
自志向性と相関することから、英語原版から
日本版尺度を構成し、学会発表を行った。そ
の後、我が国の状況を踏まえた独自の尺度を
作成し、孤立に向かう可能性と孤高の境地に
至る可能性の分岐点を探るための研究を開
始した。この尺度は、孤独死予備軍を把握す
ることにもつながる研究と考えている。 



 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Emotional aspect of  
Subjective Well-Being 

 
Figure. 1 

The relationship between PS and SWB 
 
知恵・英知に関する研究は、知的側面のみ

ならず感情や意志の側面を包括し、かつその
構造と機能を心理学的な実験や調査によっ
て実証化する取り組みである。文献研究を実
施して、様々な学術分野の知恵・英知の概念
を整理し、併せて高齢世代 6名の男女を対象
に知恵の定義に関する半構造化面接を行っ
た。発言内容から「知恵の構成要素」につい
て語られている箇所を抜き出し，カテゴリー
分類を行った。その結果，知恵・英知の構成
要素として，「知性」「推論能力」「実用性」「柔
軟性」「経験」「規範に基づいた態度」「直観
性」「思慮深さ」「情報に対する開放性」「内
省的態度」「共感性」の 11 カテゴリーが抽出
された。なかでも「規範に基づいた態度」は，
一般常識や道徳観といった，社会的規範に基
づいた態度を意味している。6 名中 4 名の対
象者が，知恵・英知がある状態として，一般
常識や道徳観に言及していた。得られたカテ
ゴリーに基づいて、知恵・英知の機能と構造
に関する尺度構成を行い、社会的望ましさ尺
度等とともにインターネット調査を行った。
詳細分析は今後の課題である。 
(2)認知症高齢者：CANDy は、従来、国際的に
も例を見ない認知機能検査を実施しないで
認知症をスクリーニングする方法である。日
常会話を分析するのはそこに神経科学的認
知機能ばかりでなく、社会的認知機能も反映
されると考えているからである。従来の MMSE
のような神経科学的認知機能検査では捉え
られなかった認知症高齢者のQOLをも捉えら
れることが明らかになっているので、認知症
高齢者の孤立・孤独を解明する手段としても
有効と考えている。また、社会的認知機能測
定法の開発については、心の理論を背景にし
てこれまでのオリジナルの測定法を種々吟
味し、測定法の確定に向けて個別面接による
測定を行った。現時点では、予備的な検討に
とどまっているが、今後は、認知症重症度な

どを明確にしながらデータを積み重ねてい
く予定である。ポジティブ感情活性化研究は、
戦略的な「笑い」の実践が認知症高齢者のポ
ジティブ感情を活性化し、BPSD（行動・心理
症状）を改善し、QOL 向上に資するかを検討
する目的で健常高齢者と若年者を対象に「笑
い」の効果に関する実験的研究を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Figure.2 
社会的認知課題の一例 

 
(3)高齢視覚障がい者：19 名に対する面接調
査から現在の状態について対象者をグルー
プとしてまとめた結果、「活動的適応群」、「非
活動的適応群」、「依存群」、「孤立群」の 4つ
に分類された。施設生活に適応していると考
えられる「活動的適応群」の利用者は、一人
の時間に価値を見出していた。施設生活への
適応に関する要因として、自分の落ちつける
空間を確保し、社会的活動範囲の拡大に繋げ
ることが挙げられた。 
(4)高齢がん患者：孤独感対処についての質
問紙調査の結果、終末期における家族とのコ
ミュニケーションが本人の精神的安寧と家
族の看取り後の精神的安定にポジティブな
効果のあることが明らかになった。また、在
宅療養がん患者にとって、家族の存在は孤
立・孤独の制御に強く関連している。そこで
家族に対する心理的支援の効果を調べるた
めに、「在宅療養後に病院で死亡した前立腺
がん、多発骨転移の 88 歳男性の症例」と「胃
がんのために在宅で死亡した妻と二人暮ら
しの 42 歳男性の症例」を比較検討し、心理
的支援の経過を考察した。 
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